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■　平成１８年グランドプランにおける駐車場整備の基本的考え方

駐車場の配置方針

駐車場の配置方針図

■　駐車場整台数に関する考え方　（位置は漁港背後地内で次ページで考えます）

■平成１２年度漁港整備構想における駐車場配置計画

■　駐車場整備面積内訳

駐車場面積４１００ｍ2＝
管理施設２００ｍ2＋３９００ｍ2

　漁港整備構想における駐車場配置計画では、漁港背後地に４１００ｍ2（約２１８台）の駐車場が計画されているが、このうち魚市場用が１５００ｍ

2あり、漁港及び遊漁用で２６００ｍ2（約１３８台）が当面整備されることになる。一方で、暫定駐車場の利用者は週末平均１７０台（本年６月末～

９月末）であり、ピーク時には、約３５０台（本年１０月７日左写真）が駐車している。

　この状況から、漁港背後地に設置する必要最小限の駐車台数を、現在の平均利用台数である１７０台（約３３５０ｍ2）として考えたいと思います。

ピーク時約３５０台の様子（本年１０月７日）


